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立春を過ぎ、本格的な春の訪れが待たれる頃と
なりました。会員校の先生方にはいつも大変お世
話になっております。

養護教諭の資質能力の向上に関する調査研究が
進められる中、あらためて専門職としての養護教
諭に求められる資質能力、知とは何だろうか、と
考えます。実践の場で用いている知には、経験知
（empiric knowing）、倫理知（ethical knowing)、
個人知(personal knowing)、審美知(aesthetic
knowing)があり、４つの知は相互に関連しなが
ら実践を形づくっていくと言われています
（Carper,1978）。経験知とは、理論や研究に
よって導かれた科学的知見であり、それらの科学
的な知を基盤にしながら倫理観、感性をもち、自
己を振り返りながら、実践を豊かに発展させてい
くことを示しています。いわば実践の中で、獲得
してきた様々な科学的知見を相互に関連づけ、活
用することによって知が深まり、実践が豊かにな
ると捉えることができます。獲得した知が実践に
どのように役立つのか、どのような実践のエビデ
ンスになるのかを考えながら発展させていくこと
によって、応用性のある知となっていきます。
説明責任が重視される学校現場において、科学的
なエビデンスに基づく実践が不可欠であり、今後
さらに科学的な知を可視化して実践のなかで示し
ていくことが養護教諭にも求められてくると思い
ます。

また、これらの４つの知に加え、解放知（emancipatory
knowing）が５つ目の実践知として示されました（Chinn&
Kramer,2017）。解放知とは、社会、文化等の現状
に気づき、批判的に熟考する能力のことであり、
そうした状況下において権利が脅かされている人
はいないかに気づき、行動する力とも捉えられてい
ます。

近年の社会状況の変化や家庭力、地域力等の変化
を背景に、子どもを取り巻く環境、健康課題は複雑
化、多様化しています。学校保健活動を行っていく
うえでも、子どもを取り巻く社会文化的な現状、変
化について批判的思考をもって捉えながら、子ども
の成長発達や健康に及ぼす影響を見極め、支援して
いくことが一層、重要になってきていることを実感
します。その実践力こそが、解放知にもつながるも
のだと考えます。また批判的思考とは、既存の知識
や現象の捉えをそのまま受け入れるのでなく、本当
にそうだろうか、どのような意味があるのだろうか
と問いを発し、自問しながらみる視方です。単に否
定するのではなく、より多面的に建設的に物事を考
えていこうとする考え方です。そうしたことからも、
実践において専門職に求められる知は何か、と考え
ると、一つの専門領域で獲得できるものではなく、
多様な学問領域における知を統合することによって
成し得るだのだと思います。様々な学問領域の先生
方と交流できる本協議会は、私自身にとっても専門
職者としての知をより豊かなものにしていく場であ
ります。同時に、ここでの学際的視点からの学びや
得た知見を学生の豊かな実践力の育成につなげ、教
育に活かしていくことが重要であると考えます。会
員校の先生方との交流をとおして、養護教諭に求め
られる資質能力は何か、問い続け、探求していくこ
とができればと思います。今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。

副会長 池添志乃
（高知県立大学）

副会長あいさつ
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2022年度講演「学校保健に関する最新情報等について」

講師 松﨑美枝氏（文部科学省健康教育・食育課健康教育調査官）
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2022年度総会・臨時総会報告

副会長 池添志乃（高知県立大学）

総会・臨時総会を終えて

会長 遠藤伸子（女子栄養大学）
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2022年度の総会は、9月9日（金）にオンライン
にて開催いたしました（議決権を有する会員校135
校のうち参加93大学、委任状28大学）。

遠藤会長より開会の宣言がなされ、昨年度に引
き続き、コロナ禍でのオンライン開催という試み
の中、多くの会員の方々にご参加いただけたこと
に感謝が述べられました。総会議長として、下村
淳子先生（愛知学院大学）、成川美和先生（鎌倉
女子大学）が選出され、以下の議題が審議並びに
報告されました。投票はzoom機能を用いて行い、
委任状を含め、過半数を超えた場合に承認といた
しました。

議題１ 2021年度事業報告：遠藤会長より報告
され、承認されました。

議題２ 2021年度決算報告：松枝理事より報告
され、承認されました。

議題３ 2021年度監査報告：中西監査委員、
西岡監査委員により報告され、承認され
ました。

議題４ 2022年度事業（中間）報告：遠藤会長
より報告され、承認されました。

議題５ 2022年度修正予算（案）：松枝理事より
提案され、承認されました。

議題６ 2023年度事業計画（案）：遠藤会長より
提案され、承認されました。

議題７ 2023年度予算（案）：松枝理事より提案
され、承認されました。

2022年度総会/臨時総会を終えて

新型コロナウイルスの第７波に見舞われ、対面予
定であった2022年度の総会も前年度に引き続き、オ
ンライン開催となりました。しかし多くの会員校の
先生方にご参加戴き、無事終了することができまし
た。また、総会後のアンケートも出席者の９割を超
す方々にご協力を戴き、今後の活動方針を検討する
上で大変貴重なご意見を頂戴致しました。心より感
謝申し上げます。

総会後のアンケートでは、２つの講演とも大変勉
強になったという多数のご意見に加え、ワーク
ショップは、「反転授業がどのようなものか、また、
その効果や方法を理解することができた」、「知識
を詰め込む授業から脱却したいと考え悩んでいたの
で参考になった」等の理由で、96％から「授業に取
り入れたい」と回答を戴くなど大変好評でした。一
方で、次年度の総会やフォーラム・セミナーの開催
については、参加のしやすさや新型コロナの予測が
不透明というような理由で次年度もオンライン開催
を望む声が半数を超えたため、メールによる臨時総
会を開催し、ご意見をうかがうことにしました。

その結果、108校中100校の承認により、2023年度
はオンライン開催に変更することに致しました。な
お、同様に戴いたご意見についても臨時総会にて会
員校のニーズを確認し、過日ご報告させて戴いたよ
うに変更することに致しました。今後も会員校の皆
様のニーズに沿った協議会運営を行いたいと思って
おりますので、ご意見ご支援を戴けますようお願い
申し上げます。

学校保健を取り巻く動向と課題について、詳細にお話しいただき、改めて養護教諭養成について深く考え
ることができました。

いまだパンデミックである新型コロナウイルス感染症に関して、「学校における新型コロナウイルス感染
症に関する衛生管理マニュアル」等は最新の知見に基づき随時改訂されていることから、常に最新の知識を
理解する必要があります。学校における新型コロナウイルス感染症の感染状況を把握し、学校全体で共通理
解を図るために、「学校における感染症対策実践事例集」等の活用が望ましいことが示されました。

本人および家族が健康診断情報を時系列で簡便にでき、日常生活における個人の行動変容や健康増進につ
ながる学校健康診断情報のPHR（Personal Health Record)への活用についても理解を深める必要があります。
また、養護教諭として、近年の児童生徒の近視実態について明らかにし、効果的な対応と予防に努めなけれ
ばならないことが考えられました。アレルギー疾患や腎疾患・心疾患等の疾病の管理と予防について、児童
生徒が可能な限り教育活動に参加でき、安心して学校生活を送ることができるよう学校全体で取組まなけれ
ばならず、養護教諭の果たす役割は大きいといえます。

また、養護教諭及び栄養教諭の資質能力の向上に関する調査研究協力者会議での検討事項や養護教諭を取
り巻く現状から、養成・採用・研修の充実について、新しい知見を得ることとなりました。子供の心身の健
康を担う養護教諭等の業務支援の充実に関することも大変興味深い内容でした。

(文責 今野洋子）
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養成教育セミナー報告

ＦＤ検討委員会委員長
鎌塚優子（静岡大学）
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カリキュラムについては、第45号に掲載していた
だきました。今回は実習を中心に紹介します。

新卒生は、１年次に３つの実習を行います。まず
『教職大学院ポートフォリオ養護教諭版』で、自己
の養護実践力を把握、実習前の目標設定、実習後の
振り返りを行います。並行して[課題発見実習]で把
握した学校課題を科目[教育実践研究(課題発見)]と
連動しながら自己課題と関連させて目標を設定しま
す。そして[課題解決実習][課題探究実習]と[教育
実践研究(課題解決）(課題探究)]で自己課題の克服
を学校解決に繋げる実践研究に取り組みます。実習
中は、課題の取り組み状況を中心に、指導教員、同
じ実習校の他教科の新卒生、メンターの現職生、実
習校の指導教員と話し合い、実践報告や次の活動に
むけて助言を受ける時間を設けています。

現職生は[課題分析実習][課題検証実習]の２つの
実習を行います。現任校の状況をふまえ、時期は自
ら計画します。科目[教育実践研究(課題分析)(課題
提案)(課題検証)]と連動しながら現任校や地域の課
題分析、明確化、解決策提案を行い、その計画に基
づいて実践を行い検証します。専任教員の指導体制
に加え、現任校の管理職や所管の教育委員会とも熟
議を重ねます。そうすることで、自身の養護実践力
の高度化だけでなく、子供および学校や地域の課題
解決の一般化に役立てることを目指します。

さらに、実習や実践の経験を理論と往還させるこ
とも大切にしています。これらの実習をふまえて養
護教諭・幼稚園教諭・特別支援教育教諭・教科や校
種、職能発達段階の異なる新卒生と現職教員生とが
同じ授業を履修します。力量形成は個人の学びだけ
でなく、ともに学ぶことで、１つの教育事象をさま
ざまな視点から交流し、異なる見方や考え方を共有
し課題の解決に向け展開されている実践に参画する
ための資質や能力を高め合うことで獲得できます。
その一例として、科目[学校保健・学校安全とリス
クマネジメント]では、チームを組み、危機管理の
事例展開や教員研修の立案と評価を実施します。

このように科目の中で実習で得た経験やイメージ
を自らがチーム学校の一員として意識する場面を通
して、総合的に、課題解決に資する分析力・解釈力
や企画力・提案力とともに実践展開力の高度化をめ
ざしています。

新：リレー連載！

教職大学院における養成

課題をマネジメントする実践力向上をめざして

松枝睦美（岡山大学）

2022年度養成教育セミナ－は、令和の日本型学
校教育として求められている「個別最適な学び」
の実現に向けた一つの方策として、反転授業を活
用し、会員の授業実践のスキルアップを図ること
を目指し開催致しました。

日時：2022年9月9日（金）13:00～16:20
開催方法：オンライン開催
テ－マ：反転授業を設計する

＜当日の流れ＞
①講話:本会のFD委員会の委員である川越明日香
氏から、授業設計の基礎や評価、具体的な反転授
業の設計についての説明がありました。
②演習:学生に主体的で深い学びを提供するため
に、養護教諭養成科目である３つの授業科目（養
護概説、健康相談活動、学校看護学）を取り上げ、
グル－プごとに授業設計を行いました。
③全体共有:科目ごとに代表して３グル－プから
作成した反転授業の内容を報告いただき全体で共
有しました。

セミナ－後、設計した各グル－プの授業は、
メールにて会員に共有いたしました。事後アン
ケートでは、回答者全員が充実したセミナーで
あったこと、約８割が授業に取り入れてみたいと
回答してくださいました。また、反転授業を設計
する際の具体的なイメージをもつことができたこ
と、授業外学修を設計すること、反転授業の機能
と効果的な活用を具体的に理解することができた
等感想をいただき、概ねセミナ－の目的を達成す
ることができたと思います。

多くの会員にご参加いただきありがとうござい
ました。また、進行や記録をご担当いただきまし
た先生方には、心より感謝申し上げます。

今回から、各地の教職大学院における養護教諭養成
についてご執筆いただくことになりました。
第１回は岡山大学です！
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養成制度検討・
カリキュラム検討委員会報告

委員長 大川尚子（京都女子大学）

本検討委員会では、協議会独自の「養大協版コ
アカリ2020」を活用することで、養護教諭の資質
の担保につながると考え、今期の検討委員会の活
動は、コアカリキュラムの効果的な活用方法を検
討することを目標としています

今期の研究テーマを、「教職課程修了時におけ
る養護教諭としての資質・能力に関する一考察
―養護教諭養成課程コアカリキュラム『養大協コ
アカリ2020』を活用して― 」とし、教職実践演習
を履修する４年生を対象に、授業の後半に調査し、
現在、集計・分析中です。

養成系の違いに関わらず、養護教諭を目指す学
生が十分学んだことは何か、学習が不足している
ことは何か、明らかにしたいと考えています。

また、来年度の養成教育セミナーで、同じテー
マで、全体会として講演会を、分科会としてワー
クショップを予定しています。現在、検討委員会
で、計画をしているところです。「養大協版コア
カリ2020」の普及に向けて、活用の結果を報告し、
他大学でも活用拡大をしていただけるようなセミ
ナーを目指しています。ぜひともご参加をお待ち
しています。

ファカルティ・ディベロップメント
（ＦＤ）検討委員会報告

委員長 鎌塚優子（静岡大学）

今年度からニューズレターは年２回発行となり
ました。７月にお届けした第48号では、定番の記
事のほかに新規入会大学３校のご紹介と、「会員
校だより」として３つの会員校からご寄稿をいた
だきました。今回は新たに始まったリレー連載
「教職大学院における養成」、養成にかかわるト
ピックスとして文部科学省の調査研究協力者会議
の内容を取り上げました。ご感想やご意見をお寄
せいただければ幸いです。

ホームページでは、総会や役員会・委員会の活
動報告等をできるだけ早く掲載するようにしてい
ます。お役に立てる情報を発信できるよう改善に
努めてまいります。こちらも会員校の皆様からの
ご要望やご意見をお待ちしております。

各委員会報告
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１．会議報告
第２回委員会

日時：2022年6月1日(水)11:30～12:30（ｵﾝﾗｲﾝ）
出席者：鎌塚、川越、齋藤、出口、西岡、三森
内容：オンデマンド型研修コンテンツ動画の検討

第３回委員会
日時：2022年8月12日(金)11:10～12:30（ｵﾝﾗｲﾝ）
出席者：鎌塚、川越、齋藤、出口、西岡、三森
内容：養成教育セミナ－運営企画の係分担、記録

者ファシリテ－タについて
第４回委員会

日時：2022年8月27日(土)10:00～12:15（ｵﾝﾗｲﾝ）
出席者：鎌塚、川越、出口、西岡、三森
内容：養成教育セミナーのグル－プ分け、運営

第５回委員会
日時：2022年9月8日(木)15:00～17:00
場所：東京 出席者：鎌塚、出口、西岡、三森
内容：養成教育セミナ－のリハ-サル

第６回委員会
日時：2022年10月26日(水)16:30～18:00(ｵﾝﾗｲﾝ)
出席者：鎌塚、川越、齋藤、西岡、三森
内容：①動画コンテンツについて（教育方法・評

価）②ワ-クショップについての検討
第７回委員会

日時：2022年12月22日(木)9:00～10:15(ｵﾝﾗｲﾝ)
出席者：小川、鎌塚、川越、齋藤、三森
内容：①動画コンテンツの内容検討②ワーク

ショップ企画案、参加申し込みフォームの
検討

２．活動内容
1）研修プログラムの構築
(1)オンデマンド型の研修コンテンツの配信

①授業設計②教育方法③学修評価⓸教育技法
⑤学生支援（ホームページ上に掲載予定）

2)反転授業の推進
(1)養成教育セミナ－開催：2022年9月9日（金）
(2)ワークショップの開催

日時：2023年3月13日（月）13:30～16:30
会場：新大阪丸ビル別館
養成教育セミナーご参加の皆様からのご要望によ

り、続編として反転授業のワークショップを開催い
たします。新年度に向けて、教育効果を向上させる
技術を学び、実際に参加者同士がディスカッション
しながらワークを行うことで、相互に学び合い、情
報共有する時間にしたいと思います。

広報・渉外委員会報告

亀崎路子（杏林大学）鈴木裕子（国士舘大学）
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トピックス
「養護教諭及び栄養教諭の資質能力の向上に関する調査研究協力者会議」の

議論の取りまとめが公表されました
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1．協力者会議の形式等
文部科学省における養護教諭及び栄養教諭の資質

能力の向上に関する調査研究協力者会議（以下協力
者会議）は、令和４年５月～12月まで計５回公開開
催された。委員は、座長（広島文化学園大学学長）、
養護教諭関係者３名、栄養教諭関係者３名、行政及
び学識経験者各１名で構成された。養護教諭関係者
は、小林氏（全国養護教諭連絡会会長）三木（日本
養護教諭関係団体連絡会長）、弓倉氏（(財)日本学
校保健会専務理事）であった。
2．協力者会議の６つの論点

令和の日本型学校教育に求められる役割、指標を
踏まえた研修の方策、ICT活用能力の向上、生涯学習
の充実、日常的な資質能力の機会の充実、オンライ
ンを活用した研修の充実の６つの論点で議論された。
3．「議論の取りまとめ」等の内容

「議論の取りまとめ」は、令和5年1月17日に、本
文と関連の別添資料３点が公表された。養護教諭の
課題として以下の４点をあげ、その課題毎に「現
状」と「考えられる検討の方向性」について議論さ
れた。
（１） 求められる役割（職務の範囲）の明確化
（２） 資質の向上に関する指標」を基軸とした養成

と採用・研修の接続、連携
（３） 新たな教員研修制度下における実効性のある

研修機会の確保
（４） 職務遂行のインフラとしてのICTの積極的な

活用
（１）の養護教諭の役割（職務の範囲）については、
学校現場の現状として概ね以下の５点をあげ、養護
教諭の専門性に基づく独自の役割と働き方改革の方針
を踏まえ、他の教職員と役割分担すべきと指摘した。
◇保健管理
・救急処置、健康診断、健康観察、疾病の管理予防、
学校環境衛生管理

◇保健教育
・各教科等における指導への参画

◇健康相談及び保健指導
・心身の健康課題に関する児童生徒等への健康相談
・健康相談等を踏まえた保健指導

◇保健室経営
◇保健組織活動
平成31年中教審答申の「標準的な職務の例及びそ

の遂行に関する要綱の参考例」をもとに養護教諭の
標準職務も早急に明確化するとされた。
（２）の「資質の向上に関する指標」を基軸とした
養成と採用・研修の接続、連携は、教育公務員特例

標記会議の議論の取りまとめが2023年1月17日に公表されました。
同会議委員で、日本養護教諭関係団体連絡会会長の三木とみ子氏にご寄稿をお願いしました。
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法により任命権者が策定する「資質の向上に関す
る指標」及び「教員研修計画」、令和5年度から発
足する「研修等に関する記録」等を踏まえ、研修
サイクルの実質化を提言した。「指標」は、教員
の自己研鑽に当たっての活用と「教員研修計画」
に反映すべきとし、その作成は、教育委員会等と
大学等が連携し養成段階において大学の授業に活
用することを提言した。コアカリキュラム（以下
コアカリ）は、教育系、看護系等多様な養成があ
るため「養護に関する科目」のコアカリを作成し、
初任時において養護教諭に求められる資質能力を
担保すべきとの意見と、保健師や看護師等の基礎
資格や修得単位も違うので、コアカリで資質能力
を担保できるとは限らないといった指摘を踏まえ、
日本養護教諭養成大学協議会作成の養護教諭養成
課程コアカリを参考に、今後議論が必要との指摘
があった。
（３）の新たな教員研修制度下における実効性の
ある研修機会の確保については、改正教育公務員
特例法に基づく新たな研修制度への移行と養護教
諭に求められる役割を踏まえた業務を整理し、研
修に参加できる物理的な時間的余裕を確保すべき
とした。

「別添１」の求められる役割（職務の範囲）の
明確化では、次の10項目を挙げた。
①救急処置 ②健康診断 ③健康観察 ④疾病予防
⑤学校環境衛生 ⑥各教科等における指導への参画
⑦心身の健康相談 ⑧健康相談を踏まえた保健指導
⑨保健室経営 ⑩保健組織活動
このうち①②④⑦⑧⑨⑩は養護教諭が中心となる
もの、それ以外は他の教職員との役割分担と整理
された。国は今後、標準職務を設定するものと考
える。

今回の議論は、先の論点の資質能力向上が中心
であり、養護教諭の配置基準等は議論には至らな
かった。今後、職務の標準化、改正教特法による
新たな研修制度による研修計画の作成等を踏まえ
た研修の在り方、校長等の管理職の意識の啓発、
「指標」を軸にした養成・採用・研修の接続、多
様な養成機関の資質を担保する養成コアカリの検
討等の課題がある。関係機関での議論の活発化及
び貴協議会の役割に期待したい。

ここでは紙面の関係で特に養護教諭の職務の明
確化及び養成教育を中心に述べた。文科省HPに全
資料及び各回議事録が公表、日本養護教諭関係団
体連絡会HPに関係記事を掲載している。
https://jytalc.org/news/r50123kaigi/
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会計より

編集後記

臨時総会の報告やFD委員会のワークショップの
ご案内などメーリングリストの活用が続きました。
オンライン開催の総会資料もデジタル化され、ほ
んの数年前に比べて紙の出番がぐっと少なくなっ
た気がします。即時性のある電子媒体による情報
伝達と、記録・保管性のある紙媒体のそれぞれの
よさをうまく使い分けていければと思います。

（亀崎路子 鈴木裕子）

協議会活動報告

第2回役員会
日時：2022年7月3日(日)13:00～14:40 (ｵﾝﾗｲﾝ)
＜出席者＞遠藤、大川、亀崎、鎌塚、鈴木、竹鼻、
松枝、三森（記録：大川）
＜協議事項＞①2022年度総会、養成教育フォーラム、
養成教育セミナーについて ②総会資料案について
③プライバシーポリシーおよびサイトポリシーにつ
いて＜報告事項＞各委員会活動について

第3回役員会
日時：2022年8月3日(水)16:30～17:40 (ｵﾝﾗｲﾝ)
＜出席者＞池添、今野、遠藤、大川、鎌塚、竹鼻、
松枝、三森（記録：今野）
＜協議事項＞①2022年度総会、養成教育フォーラム、
養成教育セミナーについて ②総会資料案について
＜報告事項＞各委員会活動について

第4回役員会
日時：2022年8月12日(金)10:00～11:20 (ｵﾝﾗｲﾝ)
＜出席者＞池添、今野、遠藤、大川、亀崎、鎌塚、
鈴木、竹鼻、三森（記録：亀崎）
＜協議事項＞2022年度総会、養成教育フォーラム、
養成教育セミナーについて

第5回役員会
日時：2022年9月5日(月)10:00～10:40 (ｵﾝﾗｲﾝ)
＜出席者＞池添、今野、遠藤、大川、亀崎、鎌塚、
鈴木、竹鼻、松枝、三森（記録：鎌塚）
＜協議事項＞総会・講演・セミナーについて

第6回役員会
日時：2022年9月15日(木)17:00～17:40 (ｵﾝﾗｲﾝ)
＜出席者＞池添、今野、遠藤、大川、亀崎、鎌塚、
鈴木、竹鼻、松枝、三森（記録：鈴木）
＜協議事項＞①来年度の総会・講演・セミナーにつ
いて②会費について③活動報告書の形式について
④会員校一覧表の掲載のあり方について

第7回役員会
日時：2023年1月8日(日)10:00～11:30 (ｵﾝﾗｲﾝ)
＜出席者＞池添、今野、遠藤、大川、亀崎、鎌塚、
鈴木、松枝、三森（記録：松枝）
＜協議事項＞①臨時総会および来年度総会について
②理事選出選挙について＜報告事項＞各委員会活動
について （庶務 三森寧子）

養護教諭関係団体連絡会報告
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新型コロナウイルスの感染状況は落ち着かない
まま、2023年を迎えることになりました。オンラ
インの方法も慣れてきましたが、Withコロナでで
きることを模索する年でもありました。

本協議会の活動においても、オンラインまたは
対面を選択する等、状況をみながら取り組んでい
ます。養護教諭養成教育に携わる会員校の皆様も
同様とご推察いたします。運営について模索しな
がらチャレンジする活動が実施できるよう、会計
として取り組んで参ります。

引き続き、ご協力よろしくお願いします。
（会計担当：松枝睦美）

養護教諭関係団体連絡会は、「養護教諭の養
成・採用・研修等に関する施策の提案と実現に向
けた取り組みを行う」ことを目的とし、平成27年
に組織された団体で、令和5年までは本会会長が
副会長を務めています。活動としては、構成団体
が協力し行う調査等の情報収集や各種課題につい
ての協議、その結果、整理した要望などを文部科
学大臣に提出するなどを行っています。2022年に
開催された「養護教諭及び栄養教諭の資質能力の
向上に関する調査研究協力者会議」では、養護教
諭側を代表する委員の一人として、養護教諭関係
連絡会会長が参加しました。今号のニューズレ
ターにも、その様子が報告されていますので、
ご一読ください。 （会長 遠藤伸子）

＊＊＊＊＊ 事務局からのお知らせ ＊＊＊＊＊

４月になりましたら、会員校様へ「評議員の登
録」や「基本調査」のお願いをさせて戴きます。
2023年度のみ会費請求はありません。何卒宜しく
お願い申し上げます。

（文責 遠藤伸子）




